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序

すでKスモン調査研究協議会第 1ないし第 4集を刊行し．主と して昭和 45年

度までの疫学 ，病因 ，病理 ，臨床K関する研究成果を世に問うた。

昭和 45年度以降．向調査研究協議会の疫学班の中K保健社会学的研究を行な う

グループを設け．その研究を委託するに至ったのは．スモンが単在る神経病である

Kと Yまらず．患者の治療費負担の増大．社会Kなける疎外左ど単在る医学的問

題を超え保健社会学的左研究を必要とするに至ったからである。そもそもか〉る

声は調査研究協議会員の内部からも ．また患者側からも起り 、とく K後者からは

調査研究協議会の研究が医学研究K偏向 しているという批判さえ生れたほどであ

る。

とのよう左背景の下K昭和 45年度から保健社会研究グノレ ープの誕生をみ‘本

病流行地である埼玉県戸田地区なよび岡山県井原地区にないて調査が行左われ．

その研究成績をスモン調査研究協議会研究報告書第 5集と して世K送る次第なの

である。

研究報告書第 1～ 4集K明らか左ょう K‘スモンの病因K関する研究は大幅K

進歩し．キノホノレムは左訟原因と断定するKは至ってい左いが．スモン発症K対

する彰響は何人も否定できず‘その発売停止処置が新患発生の大幅左減少と在っ

て現われている。

調査の時点と現在では患者側台よび一般人のスモンK対する意識にも大き左変

化がみられるのは当然、であり ． とれらは次回K発表される成績と比べると興味深

いであろう。 一方今後はリハピリテージョンが患者K対する医学的アプロ ーチの

主流と左ると考えられるので‘患者なよび多発地域社会の保健社会学的左研究が

色々左意味で役K立つ時代が来る K違い在い。との意味でとの研究報告書第 5集

は大き在意義を有するととを信じて疑わ左い。

昭和 46年 7月

スモン調査研究協議会

会長 甲 野礼イ乍


	スモン調査研究協議会研究報告書 No.5 昭和45年度疲学班保健社会学部会研究報告 ―スモンに関する保健社会学的研究―
	表紙
	班員・研究協力者
	目次
	序




